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セサン下流2水力発電所(LS2)は、カンボジア北東部ストゥントレン州、メコン河の支流セサン川に建設中

のダムである。建設予定地は、セサン川とスレポック川の合流地点から約1.5km下流で、両河川がメコン

河本流と合流する約25km上流に位置する。環境影響評価（EIA）が国際基準を満たしていないにもかか

わらず、2012年11月、カンボジア政府はLS2の建設を承認した。 

 

建設地がセサン川であるため、「支流ダム」として扱われているが、建設されればメコン河下流域全体の

漁業や生態系に甚大な影響を及ぼす可能性がある。2012年に米国科学アカデミーの紀要が掲載した論

文は、このダムによって、メコン河流域に生息する魚類の9.3％が減少し、50種以上が絶滅の危機に瀕す

ると予測している。また、LS2は堆積物の流れを約6～8%減少させ、メコン河とトンレサップ湖の水文に影

響を与えるとも云われている。このダムは、メコン河下流域に建設予定中の支流ダムの内、魚類の生態

系に最も深刻な影響を与え、その影響は、はるか下流ベトナムのメコンデルタや上流のラオスやタイにま

で及ぶとみられる。 

 

LS2 は、メコン河およびその支流沿いの何千万人もの住民の生計、食料の安全保障、そして生命にも影

響を及ぼす。2013 年 6 月、メコン河委員会（MRC）のドナー国はダムが流域に及ぼす悪影響を鑑みて、カ

ンボジア政府に対し、事業の設計変更や MRC での事前協議を勧告した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
LS2の貯水池および流域の主な村落を示す地図（Vicheka 2012) 
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スレコー村よりセサン川を臨む（2013年） 

事業概要 

発電能力：400メガワット（MW） 

高さ：75m 幅：6km 

貯水池：33,560ha（東京ドーム約7,000個分） 

事業費：7.81億米ドル（約800億円） 

 

LS2は「建設・運営・譲渡方式」 (BOT)の事業である。

建設期間は5年間で、40年の操業後にカンボジア政府

へ譲渡される。政府の発表によれば、発電した電力は

カンボジア電力公社へ売電される予定だが、一部は

ベトナムへ輸出されるとみられる。 

 

実施機関：セサン下流2水力発電社（The Hydropower Lower Sesan 2 Company）。同社には、カンボジア

のロイヤルグループ社(39%)と中国のハイドロランチャン国際電力会社(51%)の合弁会社と、ベトナムの

EVN国際合弁企業(EVNI)が10%を出資している。 

 

資金源：セサン下流2電力会社が30%、残りの70%は、大半が中国の銀行からの融資であると思われる。 

 
経緯 

2007年6月 ベトナム・EVNとカンボジア・鉱工業エネルギー省（MIME）が実施可能性調査実施に関する

覚書を締結 

2008～2009年 EVNの子会社であるPower Engineering Consulting Joint-Stock Company No1 (PECC1)

が実施可能性調査を実施 

2008年1月～6月 Key Consultants Cambodia (KCC)がEIAを実施 

2010年6月 EIAが承認 

2011年4月 カンボジア・ロイヤルグループ(49%)とベトナム・EVNI(51%)の合弁会社、セサン下流2水力発

電社が設立 

2012年11月 カンボジア国会が、LS2事業を承認。ロイヤルグループとハイドロランチャン国際電力がダ

ム建設に関する契約を締結 

2013年2月 カンボジア国会が、政府の支払保証に関する法令（The Law on Government Guarantee of 

Payment for the LS2 Dam）を可決 

同年3月 国内紙が、Ang & Associates Lawyer Co. Ltd.（ロイヤルグループKith Meng氏の所有）がダム貯

水池近辺で森林伐採を開始と報道 

2014年1月 鉱業エネルギー省(前鉱工業エネルギー省)が、補償・移転政策に関する規制と法的手続き

を承認。LS2水力発電社が事業の影響への補償と緩和政策を作成 

同年2月 ダム建設が開始 

同年3月 カンボジア政府が、省庁間影響解決委員会を設立し、ストゥントレン州政府もこれを承認 

同年7月 ダム壁の高さなど構造上の変更を含む大幅な設計変更が行われるとの非公式情報が出回る 

 
カンボジア国内での環境社会影響 

建設地が平地なため、深さ75mの貯水池は、33,560ha（東京ドーム約7,000個分）もの面積を水没させる。

また、EIAによれば、4コミューン17か村の住民4,785名、1,059世帯が移転を余儀なくされる。しかし、2009

年に発表された調査では、上流への影響はEIAの見込みよりはるかに深刻で、最低でも上流のセサン川、

スレポック川沿いの87か村の住民78,000名が回遊する魚類へのアクセスを失う可能性がある。この調査

はまた、下流の22,000名以上の住民が川の生態系や水質の変化に起因する悪影響を受けると指摘した。

                                                   
1 カンボジアの地方行政区画には、州、郡、コミューンの三層がある（プノンペンなどの特別市は、区、町

の三層）。コミューンの下に、日常生活では重要な集合体である村があるが、正式な行政区画ではない。 



このような評価結果にもかかわらず、2013年、カンボジア政府は、LS2の影響を「3コミューン、800世帯未

満の移転」と過小視し、新たな法を承認した。 

 

EIAは、6か所の移転候補地を提示している。しかし、これらの多くが森林保護区や土地コンセッション2地

域となっている。また、カンボジア政府が住民に提供すると約束した移転地は、現在の村から遠く、稲作

や農業に向かない。漁業による生計手段を失ったり、その他のさまざまな影響を受ける住民への生計回

復プログラムは準備されていない。 

 
経済的な実現可能性 

カンボジア政府は、LS2の操業により年間2,950万米ドル（約30億円）の税収入を見込んでいる。 しかし、

この事業の経済性は、特に気候変動による干ばつや上流ダムの操業による水量変化の点から疑問視さ

れている。セサン川ではすでに上流のベトナム領内に多くのダムが建設され、これらのダムが十分に電

力を供給できない状況にある。このことから、LS2は十分な水量を確保できず、計画されている400MWの

発電能力を満たせないと云われている。実際に、EIAでは、カンボジアの電力需要が最も高い乾季の発

電能力は100MW程度であると予測している。 

 
不十分な住民協議 

影響住民との協議は十分に行われておらず、住民は

事業の基本的な情報や移転・補償プログラムに関する

情報を持っていない。移転・補償政策決定過程におい

て、水没予定の村の住民と政策決定者との協議は一

切行われず、政策承認後に住民へ通知された。 

 

2012年11月と2013年2月に、州政府は貯水池内の村で

会合を開催した。出席した村人によると、州政府は、新

たな移転地としてセコン川沿いの土地を提示し、居住

地と農地の補償を約束した。しかし、詳細な情報や書

類はなく、住民は「曖昧な情報で信用できない」と懸念

する。 

 

2014年1月、鉱業エネルギー省が補償・移転政策を承認したが、郡の役人とコミューン長が書類を1部受

け取っただけで、詳細な説明はなかった。同年6月と7月に、省庁間影響解決委員会は貯水池内の村で

会合を開催し、住民へ移転・補償政策の書類を配布したが、政策内容は変更できないと伝えられた。 

 

ベトナムのダムによる越境影響を10年以上も受けてきたセサン川とスレポック川沿いの住民は、5年以上

にわたりLS2に対して反対の声をあげ続けている。同時に、LS2水力発電社やカンボジア政府に対して住

民協議を実施し、数ある未解決の問題について、またカンボジアの電力需要を満たす持続可能な電力

供給方法について議論することを求め続けている。 

 

提言 

1. LS2水力発電社とカンボジア政府は、LS2がメコン河流域の自然資源に与える影響、特にカンボジア

国内だけでなくメコン河流域全体の魚類や住民の生計と食料の安全保障に与える甚大な影響につい

て認識し、事業を再考すべきである。 

 

                                                   
2 カンボジア政府により個人・法人へ付与される法的な土地使用権のこと。コンセッションの面積は上限

1 万ヘクタール、最長期間は 99 年間と定められている。大規模プランテーションなどの民間投資を対象と

した経済土地コンセッション地域では、住民の強制立ち退きなど様々な問題が発生している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
LS2によって水没するスレコー村（2013） 



2. MRCとカンボジア政府は、LS2のメコン河流域全体への影響について認識し、この事業を支流ダムで

はなく本流ダムと同等に扱い、MRCの事前協議プロセスに諮るべきである。 

 

3. LS2がメコン河の生態系に与える影響、および川の自然資源に依存して生活する地域住民、特に先

住少数民族の生命、生計、文化に与える影響をより徹底的に調査し、経済上の利益と比較検討すべ

きである。こうした調査は、カンボジアのみではなくメコン河流域全体を対象とする必要がある。 

 

4. LS2水力発電社とカンボジア政府は、ダムの設計変更に関する詳細な情報をただちに開示し、変更

後の計画に基づいたあらたなEIAを実施すべきである。その際に、EIAは評価範囲を大幅に拡大し、メ

コン河流域全体への影響を調査するとともに、少なくともEIAが完了するまでいっさいの建設工事を中

止すべきである。 

 

5. LS2に関する十分な情報と補償・移転政策を、事業の影響を直接的および間接的に受ける地域住民

にきちんと開示すべきである。住民は十分な説明を受け、その意見が最終的な意思決定に織り込ま

れるべきである。 
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